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2024 年 11 月 14 日 

各位 

会 社 名     株式会社くすりの窓口 

代表者名    代表取締役社長 堤 幸治 

(コード番号：5592 東証グロース市場) 

問合せ先  取締役管理本部長 外間 健 

(TEL 03-6712-7406) 

 

2025 年３月期第２四半期 決算説明動画及び決算説明書き起こしに関するお知らせ 

 

当社は、2025 年３月期第２四半期の決算及び事業の内容に関してご説明するため、「決算説明動画」および「決算説明の

書き起こし」を公開いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

なお、本決算説明動画は、市場参加者の皆様に当社へのご理解を一層深めていただくことを目的に当社が自主的に公開す

るものであります。 

決算内容の詳細については、本日開示しております決算短信及び決算説明資料をご覧ください。 

 

記 

 

１．2025 年３月期第２四半期 決算説明動画 

https://youtu.be/00QRi8aozvA 

 

 

２．2025 年３月期第２四半期 決算説明書き起こし 

 2025 年３月期第２四半期の決算説明の書き起こしについては、次頁以降をご高覧ください。 

 

 

以上 
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【スピーカー】株式会社くすりの窓口 代表取締役社長 堤 幸治 

くすりの窓口の堤でございます。 

ご視聴頂きありがとうございます。 

 

それでは、2025 年 3 月期第 2 四半期の決算発表をさせていただきます。 
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売上高、営業利益につきましては、調剤薬局での DX 化が進んでいる影響により、メディア事業と基幹シス

テムの事業が好調です。 

 

売上高については、前期比 28%増の 54.4 億円、営業利益につきましては 13%増の 9.4 億円で着地となりま

した。 

 

また各事業については、当社は単一セグメントである兼ね合いもあり、営業利益ではなく、売上高、スト

ック粗利で成長しようとして図っております。 

 

メディア事業については、第 1 四半期から引き続きリッチプラン、ファーマシーサポートプランの獲得が

好調で、売上高、ストック粗利ともに大きく成長しております。 

 

みんなのお薬箱事業については、第 1四半期の決算説明でもお話しした通り、医薬品卸様との調整により、

新規獲得が減少し、売上高については減収という結果になっております。やっと再スタートの目処が立ち

ましたので、次のスライドで説明をいたします。 

 

基幹システム事業については、子会社のモイネットシステムが既存顧客への補助金対象機能の獲得が進み、

売上高が大幅に伸びております。また新規の獲得も順調に増加し、ストック粗利も増加しております。 

 

 

本日発表させていただきました業務提携の内容となります。 

 

ずいぶん時間が掛かってしまいましたが、I&H に代わる新たなパートナーとして、全国に 507 店舗の調剤

薬局を運営する E-BOND ホールディングスと業務提携をすることになりました。 
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医薬品卸様、加盟施設様に付加価値の高い商品・サービスを提供し、加盟施設数と流通金額の最大化を図

っていきます。 

 

第 3 四半期中には本格的に再開することで、DX化領域の範囲を再び広げることが可能となり、各事業のア

ップセルもでき、売上高の向上を見込んでおります。 

 

 

四半期毎の売上高推移になります。 

 

前期比ベースでいえば、ショット売上高、ストック売上高ともに伸びております。 

 

前四半期ベースでいえば、みんなのお薬箱の新規獲得が伸び悩み、ストック売上高に関しては減少してお

ります。 

 

ただ、先ほどお話しした通り、再開の目途も立ち、今後は順調に成長できるものと見ております。 
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営業利益につきましては、メディア事業と基幹システム事業が好調なことで大きく伸びております。 

 

 

 

販管費や従業員数につきましては、買収した事業と既存事業の合理化が順調に進んでおり、減少傾向であ

ります。今後もさらに合理化を進め、生産性の向上を進めていきます。 
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連結の損益計算書になります。 

こちらは記載の通りとなっております。 

 

 

次にバランスシートになりますが、こちらも記載のとおりでございますが、共同購入事業における借り入

れが不要となったため、現預金が減少、流動負債も前期と比べ減少をしております。 
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まずメディア事業です。 

こちらのビジネスモデルですが、国内最大級の調剤薬局向けのメディアである EPARK くすりの窓口と国内

最大級のお薬手帳である EPARK お薬手帳からの処方箋ネット受付による手数料が、ストック売上高の大き

な収益源となっております。 

 

その他に、サイト内上位表示プラン、リッチプランの毎月いただく掲載費、リピート促進システム、ファ

ーマシーサポートのシステム費がストック売上高に入ります。 

 

また、ショット売上高については、リッチプランのサイト構築費、ファーマシーサポートの初期設定費用

が主な収益源となっております。 
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第 1 四半期から引き続き、リッチプラン、ファーマシーサポートなどのアップセルが好調に進み、ショッ

ト売上高が伸びております。 

 

また今後も新たな商品のリリース予定もあり、さらに向上していくものと見ております。 

 

また、ストック売上高につきましても、処方箋ネット受付数は堅調に推移しており引き続き向上していく

ものと見ております。 
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ストック粗利につきましては、処方箋ネット受付数は伸びておりますが、第 2 四半期に新商品をリリース

したため減少の数字を示しております。 

 

しかし、今後その商品の販売も見込めているため、ストック粗利についても向上していくものと考えてお

ります。 

 

メディア事業の KPIとなります。 

 

処方箋ネット受付は前期と比べ 22万 1千件増加しました。 

 

お薬手帳のダウンロード数は、549 万ダウンロードとなりました。 

 

施設保有数も順調に増加しており、22,008 店舗となっております。 

 

国内 No.1 の規模ではありますが、処方箋ネット受付のシェアについて、まだまだ低い状況であり、今後さ

らに様々な施策を実施して拡げていく予定です。 
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メディア事業のトピックスになります。 

 

処方箋ネット受付の全画像を AI、OCR 技術を活用してデータ化することで、様々な取り組みを行っており

ます。 

 

こちらはその一例でございますが、ある地域で発生している年間処方箋ネット受付のキャンセルされた件

数となります。 

 

どんな薬がどこの調剤薬局でキャンセルされているのか、またその薬は一番近い場所で、どの調剤薬局に

在庫があるのか、またその薬の薬価はいくらなのか。などの情報を得ることができます。 

 

これによって今まで分からなかった薬の流通を目で確認することができるようになりました。 

これは国内初の取組だと認識しております。 
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先ほど説明したデータをもとに提供を始めた商品が、AI stock 機能です。こちらはチェーン展開している

調剤薬局様からの引き合いが強い商品となっております。 

 

この商品の利点は 3 つありまして、1 つ目は自社グループ薬局での機会損失が可視化でき、在庫がある店

舗への誘導が可能となっております。 

 

2 つ目は、商圏内でのキャンセル対象患者に対して、自薬局在庫のリアルタイム告知ができます。 

 

3 つ目は、患者様の医薬品検索に対し、位置情報やエリア検索などにおいて、自薬局の在庫情報をヒットさ

せることができます。 

 

これにより、今まで見えなかった機会損失からの回避や、商圏内でのキャンセルされたデータをもとに、

採用品の見直しなどが可能となっております。 
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次は、みんなの薬箱事業でございます。 

 

こちらのビジネスモデルは、医療機関様の仕入れに関わる部分をサポートすることで、価格の一部を手数

料としていただく仕入れサポートと、そして基本的に同時に導入してもらう AIを活用した在庫管理システ

ム、eオーダーの月額利用料が主な収益源となっております。 

 

次に処方されずに余った薬を売りたい薬局様と、医薬品を安く買いたい薬局様をネット上でマッチングし、

手数料をいただく不動在庫サービスの手数料もストック売上高の構成となっております。 

 

それと、e オーダーを導入する際の初期費用はショット売上高として入っていくというビジネスモデルに

なっております。 
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第 2 四半期の売上高につきましては、前期と比べストック売上高については、e オーダーと不動在庫の売

上高が向上し、増加しております。しかしながら共同仕入れサポートによる一時調整のため新規獲得が減

少し、ショット売上高が下がっております。 

 

第 3 四半期中に仕入れサポートとして再開する目処が立っておりますので、ここから再び向上を見込んで

おります。 

 

 

ストック粗利の推移につきましても、売上高同様に今後向上させてまいります。 
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みんなの薬箱事業の KPI となります。 

 

流通金額については前期と比べ 11億円減少となります。 

施設保有数は、不動在庫サービスにおいて大手調剤チェーンの加盟が順調に伸びており、2,721 店舗施設

増という結果になっております。 

 

 

みんなのお薬箱のトピックスとなります。 
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今回のスキームについて簡単に説明をさせていただくと、今までは加盟施設様が医薬品卸事業者と直接取

引を行うという形態でしたが、今後は E-BOND ホールディングスの子会社であるウィーズと取引を行う形に

なります。 

 

よって、今まで以上に流通改善に努めることができ、加盟施設様に最適な仕入れサポートが提供できるよ

うになるということで貢献できると考えております。 

 

 

 

次に、基幹システムの事業についてです。 

 

薬局向けにはレセコン、薬歴、監査システム、介護向けにはレセコン、記録システム、ベッドセンサー、病

院・クリニック向けには請求システム、受付システム、電子カルテ、AI電話受付など、それぞれの分野に

おいて基幹システムのラインナップを揃えており、販売ができる体制が構築されております。 

 

ビジネスモデルはソフトウェアの利用料を毎月いただく形であり、そちらがストック売上高となります。 

 

また初期にパソコンを入れ替える際、発生する費用がショット売上高となります。 
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基幹システムの四半期毎の売上高ですが、第２四半期はモイネットの補助金対象機能でのアップセルで大

幅にショット売上高が伸びました。 

 

また、前期買収したハイブリッジについても、第 2四半期からは売上高が増加してきており、新規獲得も

今後期待できる状況になってきております。 

 

 

ストック粗利についても、前期買収したハイブリッジの業務改善をしたことにより、ストック粗利が順調

に増加しているという形になっております。 
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基幹システムの KPIになります。 

 

基幹システムの保有数は、前期と比べ 3,416 施設増となっております。 

 

今後様々な施策が始まっていきますので、まずは早急に 1万施設突破を実現したいと思っております。 

 

 

こちらは基幹システムのトピックスとなっております。 
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第 1四半期から引き続き、E-PARK お薬手帳との服薬フォロー連携が好調で、新規加盟施設が広がってきて

おります。 

 

また、昨年買収しましたスマートガイドサービスにおいても、倉敷中央病院様への導入が決定しており、

引き合いも増えてきております。 

 

こちら新規事業のトピックスとなります。 

 

未病予防事業として、現在 40ほどの健康保険組合との契約が締結されております。 

 

まだ業績が発表できる規模ではありませんが、着実に結果が出てきております。 

 

また今回は発表ができておりませんが、製薬メーカー向けの事業も取り組みが進んでおりますので、次回

決算発表の際に紹介できればと思います。 
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2025 年 3月期業績の見通しです。 

 

第 2 四半期までの着地から見て、通期業績の達成については極めて角度が高いものとなっております。

ただ保守的に計画は変えず、こちらの計画内容で今回発表させていただきます。 

 

 

中期の経営計画となります。 

当社は一時的な売上高ではなく、継続的に増え続ける安定したストック売上高の最大化を最重要視してお

ります。 
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2030 年 3月期にはストック売上高 200 億円、営業利益 50億円以上を実現するという計画で進めています。 

 

また、顧客基盤においても 2030 年までに 10万施設保有を目指しております。今後も積極的に M&A を引

き続き取り組んでいく予定でございます。 

 

ヘルスケア領域の新しい価値を提供し、事業を通じて社会課題の解決に貢献していく、このことをミッ

ションに取り組んでいきます。引き続きご支援のほどよろしくお願いいたします。 

私からの説明は以上となります。 

ありがとうございました。 

以上 


